
（ 避難施設の管理）  

第 5 2 条 令別表第１ に掲げる 防火対象物の避難口、 廊下、 階段、 避難通路その他避難のために使

用する 施設は、 次に定める と こ ろ によ り 避難上有効に管理し なければなら ない。（ う ）（ せ）（ ひ） 

⑴ 避難のために使用する 施設の床面は、 避難に際し 、 つま づき 、 すべり 等を 生じ ないよ う に常

に維持する こ と 。  

⑵ 避難口に設ける 戸は、 外開き と し 、 開放し た場合において廊下、 階段等の有効幅員を 狭めな

いよ う な構造と する こ と 。 ただし 、 劇場等以外の令別表第 1 に掲げる 防火対象物について避難

上支障がないと 認めら れる 場合においては、 内開き 以外の戸と する こ と ができ る 。（ う ）  

⑶ 前号の戸には、 施錠装置を 設けてはなら ない。 ただし 、 非常時に自動的に解錠でき る 機能を

有する も の又は屋内から かぎ 等を 用いる こ と なく 容易に解錠でき る 構造であ る も のにあ つて

は、 こ の限り でない。（ せ）  

２  旅館、 ホテル又は宿泊所には、 各宿泊室の見やすい場所に、 当該宿泊室から 屋外へ通じ る 避難

経路を 明示し た避難経路図を 掲出し なければなら ない。（ さ ）  

 

条則 

（ 避難経路図)  

第 1 0 条 条例第 5 2 条第２ 項に規定する 避難経路図には、 次に掲げる 事項を 記載し なければなら

ない。  

⑴ 避難施設及び避難器具の設置位置 

⑵ 避難経路 

⑶ 宿泊者に対する 火災発生の伝達方法 

⑷ 避難上の留意事項 

（ か）  

 

【 解 説】  

 本条は、令別表第１ に掲げる 防火対象物の避難のために使用する 施設の管理に関し 、床面の適正な

維持及び避難口を 設ける 戸の管理について定める と と も に、適切な避難を 行う ため、旅館等の宿泊室

に避難経路図の掲出を 規定し たも のである 。  

 

１  第１ 項 

⑴ 「 その他避難のために使用する 施設」 と は、 屋上広場、 バルコ ニー、 ひさ し 、 ス ロ ープ、 ド ラ

イ エリ ア等を いう 。  

⑵ 第１ 号の「 つま ずき 、 すべり 等を 生じ ないよ う に」 と は、 避難の支障と なる 凹凸など がなく 、

かつ、 階段通路等すべり にく く する ため、 ス ベリ 止めを 設ける 等の措置を いう 。 ま た、 破損等が

生じ た場合には速やかに修理する こ と が必要である 。  

⑶ 第２ 号の「 廊下、 階段等の有効幅員を 狭めないよ う な構造」 と は、 戸が 1 8 0 度に開放でき 、

壁と 平行と なる 構造を いう 。  



なお、 本条でいう 「 避難口」 と は、 次の出入口を いう 。  

ア 屋内から 直接地上に通ずる 出入口及びその附室出入口 

イ  避難階又は地上に通ずる 直通階段及びその附室の出入口（ 劇場等にあっ ては、他の出入口を

含む。）  

ウ  非常の際、 避難専用と する ために設けた出入口 

⑷ 第２ 号の「 内開き 以外の戸」 と は、 外開き 戸のほかには、 引き 違い戸、 片引き 戸、 押し 上げ戸

等が考えら れる 。 ま た、 シャ ッ タ ーの場合はく ぐ り 戸のある も のに限る 。  

⑸ 第３ 号の「 非常時に自動的に解錠でき る 機能を 有する も の」 と は、 自動火災報知設備又は非常

警報設備の作動と 連動し て自動的に解錠さ れる 構造のも のを いう 。  

なお、管理人が避難口の直近から 避難口の状況を 目視等によ り 常時監視し 、解錠でき る 場合に

あっ ても 「 非常時に自動的に解錠でき る 機能を 有する も の」 と 同等と みなす。  

 

例： 常時監視のイ メ ージ 

 

 

 

 

⑹ 「 屋内から かぎ等を 用いる こ と なく 容易に解錠でき る 構造」 と は、 避難し よ う と する 際に、 か

ぎ、 Ｉ Ｄ カード 、 暗証番号等を 用いる こ と なく 容易に解錠でき る 構造のも ので、 例えば次のタ イ

プのも のを いう 。  

なお、 物理的な鍵の操作を 伴わない電子錠を 用いる 場合は、 停電時においても 、 正常動作を 担

保する 機能や一斉開錠の機能がある も のに限る 。  

 

目視等によ り 監視でき 、 解錠可能 

管理人室 



 

「 屋内から かぎ等を 用いる こ と なく 容易に解錠でき る 構造」 の種類 

種別 開放方法 

No.1  箱錠  

 

サム タ ーン を 回し て開錠し 、 更にノ ブを 回すこ と によ り

開放でき る 。  

No.２  非常錠⑴  

 

レ バーを 回し て開錠し 、 更にノ ブを 回すこ と によ り 開放

でき る 。  

※ アク リ ルケース を はずすこ と は一の動作と し て扱わ

ない。  

No.3  非常錠⑵  

 

押板を 押すと デッ ド ボルト が引込み、 解錠、 開放ができ

る 。  

※ 解錠時にはラ ッ チが働いていないも のである こ と 。  

No.4  非常錠⑶  

 

押し ボタ ン を 押すのみでデッ ド ボ ルト と ラ ッ チが引込

み、 解錠、 開放ができ る 。  

No.5  パニッ ク バー  

 

押棒を 押すのみで解錠、 開放ができ る 。  

No.6  円筒錠  

 

内側から ノ ブを 回すのみで解錠、 開放ができ る 。  

ノ ブ 
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No.7  空錠  

 

内、 外から ノ ブを 回すのみで開放でき る 。  

（ 錠はついていない。）  

 

２  第２ 項 

 ⑴ 適用範囲は、令別表第１ ⑸項イ に掲げる 防火対象物又はその部分のみでなく 、一般住宅扱いと

し ている 防火対象物（ 民宿等） にあっ ても 適用と なる も のである 。  

   避難経路図を 掲出し なく と も 避難上支障のない場合（ 例えば宿泊室が庭等の安全な場所に接し

ている 避難階の場合で容易に避難でき る も の） は、 適用し ないこ と ができ る 。  

 ⑵ 「 屋外へ通じ る 」 と は、 宿泊室の当該階の平面図に記載さ れた避難施設に至っ た後の経路につ

いては、 特に支障のない限り 下階の経路図は要さ ないも のと する 。  

 ⑶ 避難経路図の設置要領 

  ア 設置箇所 

    宿泊室の出入口の扉の室内側又は扉の近く の壁体部分 

  イ  記載事項 

   ( ア ) 避難施設（ 避難口、 廊下、 階段、 避難通路その他避難のために使用する 施設） 及び避難器

具の設置位置 

   ( イ ) 避難経路 

    ａ  宿泊室から 避難階を 経て屋外ま での経路を 赤色の線で明示する 。  

    ｂ  宿泊室から 出る 位置から 見た平面図と する こ と 。  

    ｃ  避難器具への経路表示は細線、 点線又は注意書き と する 等、 状況によ り 運用する こ と 。 

   ( ウ ) 宿泊者に対する 火災発生の伝達方法 

     火災が発生し た場合のベル鳴動、マイ ク 放送、従業員によ る 誘導など 、宿泊者が速やかに、

適確に避難でき る ための伝達方法 

   ( エ ) 避難上の留意事項 

     エレ ベータ を 使用し ないこ と 、宿泊室に入っ たら 避難施設を 確認する こ と など を 促す記載 

   ( オ ) 記載事項については、 英字など によ り 付記する こ と が望ま し い。  

  ウ  掲示板の大き さ 等 

    誰が見ても 一目で避難経路が識別でき る も のでなければなら ないが、おおむねＡ ４ 版以上と

する こ と 。  


